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(57)【要約】
【課題】信号ケーブルが捩じられたり引っ張られたりす
る動作が繰り返されても信号線が断線しない優れた耐久
性を備え、しかも信号線数が多くなっても従来より外径
を細く形成することができる電子内視鏡の信号ケーブル
を提供すること。
【解決手段】信号ケーブル１０の軸線位置付近に可撓性
のある芯材１３が挿通配置されて、互いに独立した複数
の同軸線１１ｉが並んで配置された内側同軸線列が芯材
１３を囲んで配置され、さらに、互いに独立した複数の
同軸線１１ｏが並んで配置された外側同軸線列が内側同
軸線列の周囲に配置されている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡観察像を撮像するための固体撮像装置が挿入部の先端に内蔵された電子内視鏡の
、上記挿入部内に挿通配置された信号ケーブルにおいて、
　上記信号ケーブルの軸線位置付近に可撓性のある芯材が挿通配置されて、互いに独立し
た複数の同軸線が並んで配置された内側同軸線列が上記芯材を囲んで配置され、さらに、
互いに独立した複数の同軸線が並んで配置された外側同軸線列が上記内側同軸線列の周囲
に配置されていることを特徴とする電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項２】
　上記内側同軸線列を構成する同軸線の数と上記外側同軸線列を構成する同軸線の数が同
数であり、上記外側同軸線列を構成する各同軸線が、上記内側同軸線列を構成する互いに
隣り合う同軸線と同軸線との間の位置に生じる凹部に係合する状態に配置されている請求
項１記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項３】
　上記内側同軸線列を構成する各同軸線が上記芯材の周囲に一方向に捩じられた状態に配
置され、上記外側同軸線列を構成する各同軸線が上記内側同軸線列を構成する各同軸線と
同方向に捩じられた状態に配置されている請求項２記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項４】
　上記内側同軸線列を構成する各同軸線と上記外側同軸線列を構成する各同軸線が全て同
じ外径に形成されている請求項１ないし３のいずれかの項に記載の電子内視鏡の信号ケー
ブル。
【請求項５】
　上記外側同軸線列を構成する各同軸線どうしの間が空間になっている請求項１ないし４
のいずれかの項に記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項６】
　上記空間に非導電性又は導電性の詰め物が配置されている請求項５記載の電子内視鏡の
信号ケーブル。
【請求項７】
　上記芯材が可撓性のある単線状部材で形成されている請求項１ないし６のいずれかの項
に記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項８】
　上記芯材が可撓性のある糸状部材で形成されている請求項１ないし７のいずれかの項に
記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項９】
　上記内側同軸線列を構成する各同軸線が、上記芯材の外周に接触する状態で互いに接触
し合った状態になっている請求項７又は８記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項１０】
　上記芯材の外周面が、上記内側同軸線列の内周部に生じる凹凸に係合する凸凹面状に形
成されている請求項７ないし９のいずれかの項に記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項１１】
　上記芯材が、上記内側同軸線列を構成する同軸線の数と同数の螺旋溝を備えた可撓性の
あるスクリュー状に形成され、その各螺旋溝に上記同軸線が係合している請求項１０記載
の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項１２】
　上記外側同軸線列を囲んで外皮が被覆されている請求項１ないし１１のいずれかの項に
記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【請求項１３】
　上記外皮が、電気絶縁性の外皮チューブとその内周面に沿って配置されたシールドとを
備えている請求項１２記載の電子内視鏡の信号ケーブル。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は電子内視鏡の信号ケーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡においては一般に、内視鏡観察像を撮像するための固体撮像装置が挿入部の
先端に内蔵されて、その固体撮像装置を駆動するための信号及び電力や、固体撮像装置か
ら出力される撮像信号等を伝送するための信号ケーブルが、挿入部内に挿通配置されてい
る。
【０００３】
　そのような電子内視鏡の信号ケーブルとして、軸線位置に配置された信号線（例えば同
軸線）からなる芯線の周囲に複数の信号線を捩じった状態に配置したものがある（例えば
、特許文献１）。
【０００４】
　しかし、内視鏡挿入部が小さな曲率半径で不規則に屈曲されて、図７に略示されるよう
に、信号ケーブル９０が捩じられたり引っ張られたりする動作が繰り返されると、捩じれ
力等が集中する芯線部分の信号線に座屈や断線が発生してしまう。
【０００５】
　図８に示されるように、固体撮像装置９１側に設けられている接続端子９２に接続する
ために、芯線部分の信号線９３は周辺側の信号線９４より接続領域で大きくカーブさせら
れていることも、その要因になっている。
【０００６】
　そこで、芯線として、その周囲に配置された信号線が軸線位置方向に移動するのを規制
するだけのための導電性のない可撓性芯材を配置し、信号線に断線が発生しないようにし
たものがある（例えば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－１２５１４５
【特許文献２】特開２００７－４４２３８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　近年、電子内視鏡に用いられる固体撮像装置の画素数の増大に伴って同期信号数が増大
し、そのため信号ケーブルに必要とされる信号線の数が増加している。すると、特許文献
２に記載された電子内視鏡の信号ケーブルのように、全ての信号線が芯材の外周面に沿っ
て配置された構成では、信号ケーブルの外径が太くなってしまい、内視鏡挿入部を太くせ
ざるを得なくなっていた（その結果、被検者に与える苦痛が大きくなる）。
【０００９】
　本発明は、信号ケーブルが捩じられたり引っ張られたりする動作が繰り返されても信号
線が断線しない優れた耐久性を備え、しかも信号線数が多くなっても従来より外径を細く
形成することができる電子内視鏡の信号ケーブルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の信号ケーブルは、内視鏡観察像を撮
像するための固体撮像装置が挿入部の先端に内蔵された電子内視鏡の、挿入部内に挿通配
置された信号ケーブルにおいて、信号ケーブルの軸線位置付近に可撓性のある芯材が挿通
配置されて、互いに独立した複数の同軸線が並んで配置された内側同軸線列が芯材を囲ん
で配置され、さらに、互いに独立した複数の同軸線が並んで配置された外側同軸線列が内
側同軸線列の周囲に配置されているものである。
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【００１１】
　なお、内側同軸線列を構成する同軸線の数と外側同軸線列を構成する同軸線の数が同数
であり、外側同軸線列を構成する各同軸線が、内側同軸線列を構成する互いに隣り合う同
軸線と同軸線との間の位置に生じる凹部に係合する状態に配置されていてもよい。
【００１２】
　そして、内側同軸線列を構成する各同軸線が芯材の周囲に一方向に捩じられた状態に配
置され、外側同軸線列を構成する各同軸線が内側同軸線列を構成する各同軸線と同方向に
捩じられた状態に配置されていてもよい。
【００１３】
　また、内側同軸線列を構成する各同軸線と外側同軸線列を構成する各同軸線が全て同じ
外径に形成されていてもよい。そして、外側同軸線列を構成する各同軸線どうしの間が空
間になっていてもよく、その空間に非導電性又は導電性の詰め物が配置されていてもよい
。
【００１４】
　また、芯材が可撓性のある単線状部材で形成されていてもよく、或いは可撓性のある糸
状部材で形成されていてもよい。そして、内側同軸線列を構成する各同軸線が、芯材の外
周に接触する状態で互いに接触し合った状態になっていてもよい。
【００１５】
　また、芯材の外周面が、内側同軸線列の内周部に生じる凹凸に係合する凸凹面状に形成
されていてもよく、その結果、芯材が、内側同軸線列を構成する同軸線の数と同数の螺旋
溝を備えた可撓性のあるスクリュー状に形成され、その各螺旋溝に同軸線が係合していて
もよい。
【００１６】
　また、外側同軸線列を囲んで外皮が被覆されているとよく、その外皮が、電気絶縁性の
外皮チューブとその内周面に沿って配置されたシールドとを備えていてもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、信号ケーブルの軸線位置付近に可撓性のある芯材が挿通配置されてい
ることにより、信号ケーブルが捩じられたり引っ張られたりする動作が繰り返されても信
号線が断線しない優れた耐久性を備え、互いに独立した複数の同軸線が並んで配置された
内側同軸線列が芯材を囲んで配置され、さらに互いに独立した複数の同軸線が並んで配置
された外側同軸線列が内側同軸線列の周囲に配置されていることにより、信号線数が多く
なっても従来より外径を細く形成することができて、内視鏡の挿入性（即ち、被検者が受
ける苦痛の程度）を良好な状態に維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施例に係る電子内視鏡の信号ケーブルの構成を示す斜視断面図
である。
【図２】本発明の第１の実施例に係る電子内視鏡装置の全体構成を示す斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施例に係る電子内視鏡の挿入部先端の側面断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例に係る電子内視鏡の信号ケーブルの軸線に垂直な断面にお
ける断面図である。
【図５】本発明の第２の実施例に係る電子内視鏡の信号ケーブルの軸線に垂直な断面にお
ける断面図である。
【図６】本発明の第３の実施例に係る電子内視鏡の信号ケーブルの軸線に垂直な断面にお
ける断面図である。
【図７】従来の電子内視鏡の信号ケーブルの作用を略示する斜視図である。
【図８】従来の電子内視鏡の信号ケーブルの作用を略示する斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
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　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は電子内視鏡装置の全体構成を示している。
　電子内視鏡は、可撓管によって外装された屈曲自在な挿入部１の基端に操作部２が連結
され、ビデオプロセッサ２０に着脱自在に接続されるコネクタ部３と操作部２との間が連
結可撓管４で連結された構成になっている。
【００２０】
　挿入部１の先端には、図示されていない観察窓を通して対物光学系により投影される内
視鏡観察像を撮像するための固体撮像装置５が内蔵されており、その固体撮像装置５を駆
動するための信号及び電力や、固体撮像装置５から出力される撮像信号等を伝送するため
の信号ケーブル１０が、挿入部１内に全長にわたって挿通配置されている。
【００２１】
　信号ケーブル１０は、挿入部１内からさらに操作部２内と連結可撓管４内を通過して、
その基端側はコネクタ部３内に達している。３０は、ビデオプロセッサ２０から出力され
る映像信号により、内視鏡観察画像が表示されるテレビモニタである。
【００２２】
　図３は、電子内視鏡の挿入部１の先端部分を示している。
　挿入部１の最先端面に配置された観察窓６の奥に対物光学系７が配置されており、その
対物光学系７で投影された被写体の像（内視鏡観察像）が固体撮像装置５の撮像面に投影
される。
【００２３】
　そして、信号ケーブル１０の先端から引き出された複数の同軸線１１ｉ，１１ｏが、固
体撮像装置５の後端側の領域に設けられている接続端子８に各々半田付け等により接続さ
れている。１１３は、各同軸線１１ｉ，１１ｏのシールドである。
【００２４】
　図１は、複数の同軸線１１ｉ，１１ｏが内挿された信号ケーブル１０を示しており、図
の左端部分には、軸線に垂直な方向の断面が図示されている。図４は、その軸線に垂直な
断面の断面図である。
【００２５】
　信号ケーブル１０の軸線位置付近には可撓性のある芯材１３が挿通配置されている。芯
材１３は、この実施例においては例えば軟性の合成樹脂材等からなる一本の中実の単線状
部材である。ただし、チューブ状であってもよい。
【００２６】
　芯材１３の周囲には、互いに独立した複数の同軸線１１ｉが並んで配置された内側同軸
線列が芯材１３を囲んで配置されている。内側同軸線列を構成する各同軸線１１ｉは同じ
外径に形成されており、その数は例えば６本（又は７～１０本程度）である。そして、各
々が芯材１３の外周面に接触する状態で互いに接触し合った状態になっている。したがっ
て、各同軸線１１ｉがガタつかない。
【００２７】
　さらに、そのような内側同軸線列の周囲には、互いに独立した複数の同軸線１１ｏが並
んで配置された外側同軸線列が配置されている。外側同軸線列を構成する各同軸線１１ｏ
の外径サイズは内側同軸線列を構成する同軸線１１ｉの外径サイズと同じであり、外側同
軸線列を構成する同軸線１１ｏの数は、内側同軸線列を構成する同軸線１１ｉの数と同数
である。
【００２８】
　そして、外側同軸線列を構成する各同軸線１１ｏは、内側同軸線列を構成する互いに隣
り合う同軸線１１ｉと同軸線１１ｉとの間の位置に生じる凹部に係合する状態（即ち、嵌
まり込んだ状態）に配置されている。
【００２９】
　したがって、外側同軸線列を構成する各同軸線１１ｏどうしは接触しておらず、各同軸
線１１ｏの間は空間になっている。ただし、その空間に非導電性又は導電性の柔軟性のあ
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る詰め物を配置してもよい。
【００３０】
　そのような外側同軸線列の周囲を囲む外皮１４は、電気絶縁性の外皮チューブ１４ｔと
その内周面に沿って配置されたシールド１４ｓとを備えていて、外側同軸線列を構成する
同軸線１１ｏがガタつかないように各同軸線１１ｏを外側から押さえた状態になっている
。
【００３１】
　なお、内側同軸線列を構成する各同軸線１１ｉは、芯材１３の周囲に一方向に捩じられ
て芯材１３を締め付けた状態に配置されている。そして、外側同軸線列を構成する各同軸
線１１ｏは、前述のように内側同軸線列を構成する互いに隣り合う同軸線１１ｉと同軸線
１１ｉとの間の位置に生じる凹部に嵌まり込んで、内側同軸線列を構成する各同軸線１１
ｉと同方向に同じピッチで捩じられた状態になっている。
【００３２】
　各同軸線１１ｉ，１１ｏは、軸線位置に配置された導電線１１１を囲む電気絶縁性の内
装チューブ１１２が導電性の網状のシールド１１３で囲まれて、その周囲が絶縁性の外装
チューブ１１４で被覆された構成になっている。
【００３３】
　このように構成された実施例の電子内視鏡の信号ケーブル１０は、捩じられたり引っ張
られたりしたときに力が集中する軸線位置に芯材１３が配置されていることにより、捩じ
られたり引っ張られたりする動作が繰り返されても同軸線１１ｉ，１１ｏ（特に、その導
電線１１１）が断線しない優れた耐久性を有する。
【００３４】
　そして、同軸線１１ｉ，１１ｏが内側同軸線列と外側同軸線列の内外二層に配置されて
いることにより、同軸線１１ｉ，１１ｏの数が多くなっても、信号ケーブル１０の太さを
、従来のように全部の同軸線１１ｉ，１１ｏが芯材１３の外周に沿って配置された構造に
比べて細く形成することができる。
【００３５】
　図５は、本発明の第２の実施例に係る電子内視鏡の信号ケーブルの、軸線に垂直な断面
の断面図である。この実施例では、信号ケーブル１０の内側同軸線列と外側同軸線列とが
、各々７本の同軸線１１ｉ，１１ｏで形成されていて、単線状の芯材１３の外周面が内側
同軸線列の内周部に生じる凹凸に係合する凸凹面状に形成されている。
【００３６】
　即ち、芯材１３が、内側同軸線列を構成する同軸線１１ｉの数と同数の螺旋溝を備えた
可撓性のあるスクリュー状に形成されていて、内側同軸線列を構成する各同軸線１１ｉが
芯材１３の螺旋溝に嵌め込まれた状態になっている。
【００３７】
　その他の構成は前述の第１の実施例と同様であり、内側同軸線列を構成する各同軸線１
１ｉが芯材１３の螺旋溝に嵌め込まれた状態になっていることにより、内側同軸線列を構
成する同軸線１１ｉの配列が乱れ難い。
【００３８】
　図６は、本発明の第３の実施例に係る電子内視鏡の信号ケーブルの、軸線に垂直な断面
の断面図である。この実施例では、信号ケーブル１０の芯材１３が可撓性のある糸状部材
で形成されている。その他の構成は第２の実施例と同様である。
【００３９】
　なお、糸状部材からなる芯材１３が、内側同軸線列を構成する同軸線１１ｉの数と同数
の素線を同方向に同じピッチで撚り合わせて形成されていれば、その素線間の隙間の凹部
に内側同軸線列を構成する同軸線１１ｉが嵌まり込んで、第２の実施例と同様の作用効果
を得ることができる。
【符号の説明】
【００４０】
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　１　挿入部
　５　固体撮像装置
　１０　信号ケーブル
　１１ｉ　内側同軸線列を構成する同軸線
　１１ｏ　外側同軸線列を構成する同軸線
　１３　芯材
　１４　外皮
　１４ｔ　外皮チューブ
　１４ｓ　シールド
　１１１　導電線

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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